
 

ご意見・ご感想・お問い合わせ E-mail⇒ oosawa-k@city.sagamihara.kanagawa.jp 

（4）                 館 報 お お さ わ（251 号）         令和 7 年 3 月 31 日 

Q : 受賞された事業を立ち上げることとなった背景を 

教えてください。 

A : 若い人たちに公民館へもっと来てほしい。そして 

活力のある地域へと発展を促したいという思いか 

ら、若い世代、特に子育て世代の親子を対象に、 

子どもと一緒にワクワクする事業を始めようと考 

えたのが始まりです。 

Q : 今回の受賞について感想を教えてください。 

A : 小学生が学校で学習しないような、地域の河原探検や、さつまいもの苗植え

から収穫、また夕涼み会など、若い人たちが中心となって企画・実施した新しい公

民館事業としての展開が評価されたことを大変誇りに思います。 

今後も引き続き地域の人たちが自分たちで育てる公民館を目指していきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河原探索の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 季節は巡り今季最強最長という寒波もようやく峠を越してき

ています。遅れていた梅の花もようやく開花し,風に乗ってきて

香しさを感じます。今年度も残りわずかとなってきました。この

紙面が配布される頃には、さらに進んで、桜の開花も聞かれ

ていることでしょう。植物だけでなく人も修了・卒業から進級・

進学・新天地への移行期となります。健康を一番に考えなが

ら気温や環境の変化を乗り越えていきたいものです。 

 

公民館・図書室のお休みと利用申込

インタビューに答える 

笹野和子 実行委員長(左) 

大貫勲 館長(中央) 

天羽道子 公民館主事(右) 

大沢公民館が文部科学省主催の 第 77 回 優良公民館表彰を受賞しました。 
「全力で遊ぼう! 全力で学ぼう! そして輝ける親子の未来を!」のキャッチフレーズのもと、子育て世代の
親と将来を担う子供たちを中心とした事業の取り組みが高く評価され、全国に 13,000 館以上所在する公民館
施設(類似施設含む)のうち、特に優秀な成果を上げ、他の模範と認められる公民館 65 館に選ばれました。 
また文部科学省で行われた授賞式には、大貫勲 大沢公民館⾧が出席されました。 

文部科学省での受賞式 表彰対象の子ども参加型事業を 
立ち上げた方々へのインタビュー 


